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・知的財産に“ふれる”

小学校

・知的財産を“知る”
・知的財産を“創造する”
・知的財産を“考える”

・知的財産を“知る”
・知的財産を“創造する”
・知的財産を“考える”
・知的財産制度を“使う”

中学校 高等学校（高等専門学校）

（１）発達の段階に応じた系統的な教育の実施

3. (1)「知財創造教育」の体系化（案）

●創造性の涵養
・創造的な思考等の基礎となる各教科等における知識・技能
・創造的に思考・判断・表現する力
・新たな知的創造に向かう情意や態度等

●知的財産の意義の理解等
・知的財産の意義（保護・活用の重要性）の理解
・知的財産の保護、活用に向かう情意や態度等

（２） 「知財創造教育」を教育課程に位置づける場合の対象教科
〈小学校〉 国語、理科、社会、音楽、図画工作、総合的な学習の時間
〈中学校〉 国語、理科、社会、音楽、美術、技術・家庭、総合的な学習の時間
〈高 校〉 国語、理科、公民、芸術、情報、工業等の職業に関する教科、総合的な学習の時間 4

“創造する”
・音楽・美術・文芸などで思いや考えを
表現する
・学んだ知識を使って、身近な問題を解
決する（ものを創造する）

“考える”
・創造したものが社会で果たす役割を
考える
・知的財産をどのように使うか考える
・知的財産の意義・役割を考える
“使う”
・知的財産制度を使って創造したもの
の権利を取得する

“ふれる”
・ものを創る楽しさ・喜びにふれる
・身の回りの知的財産にふれる

“知る”
・身の回りにどんな知的財産があるか
を知る
・知的財産権制度を知る



（２）教育プログラム等の作成
「知財創造教育」で扱う教育プログラム等に求められる内容例（中学校段階）
知る
日本の高い科学技術力、アニメや漫画などの日本の優れたコンテンツなど身

の回りの知的財産に触れて、日本の豊富な“知的財産”という資源を知る

創造する
・学んだ原理や法則等の知識を活用しながら身近な問題を解決するものを創造
する（実社会と関わりのあるものを創造する）
・音楽・美術・文芸などで思いや考えを表現する

考える
知的財産の意義・役割を考え、自身や他人の知的財産を尊重する態度を形成

する

3. (2) 教育プログラム（題材）の収集・作成（案）

（１）教育プログラム等の収集
既存・新規の教育プログラム等の効率的な集約の在り方
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